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岩手県立花北青雲高等学校

創 立 昭和４９年４月１日

開 校 記 念 日 昭和４９年５月２４日

郵 便 番 号 ０２８-３１７２
所 在 地 岩手県花巻市石鳥谷町北寺林

第１１地割１８２５番１

電 話 番 号 （０１９８）４５-３７３１・３７３２
Ｆ Ａ Ｘ 番 号 （０１９８）４５-３７４５・３７４６
ホームページ http://www2.iwate-ed.jp/hkb-h/

交 通 機 関 JR東北本線石鳥谷駅下車 徒歩約１５分

校 長 名 佐 藤 睦 朗 （さとう むつろう）

１ 設置学科等

平成30年度生徒数

課程 学科名 設置年度 １学年 ２学年 ３学年

情報工学科 31 41 42

全日制 ビジネス情報科 平成15年度 70 83 82

総合生活科 42 41 40

２ 本校のめざす生徒像

明るくさわやかで、やる気に満ちた生徒

活気にあふれ文武両道を実践する生徒

専門科目についての上級資格を有し、実務能力に優れた生徒

個性を生かし、質的水準の高い進路を実現する生徒

次ページへつづく
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３ 平成31年度の入学者選抜方法について

（１）推薦入学者選抜（平成31年1月25日実施）

学科名 定員 募集定員

情報工学科 ４０ ４

ビジネス情報科 ８０ ８

総合生活科 ４０ ４

次の１～３の条件を満たした上で，４の条件のいずれかに該当する者

推薦基準 １ 本校の教育を受けるに足る能力・適性を持つ者

２ 基本的生活習慣が身に付いている者

３ 志願理由が明確かつ適切で，入学後も意欲的な高校生活を送るこ

とが期待される者

４ 中学時代の部活動等において、次のいずれかに該当する者で、本

校入学後は該当競技の部活動を３年間続ける意志がある者

なお、（１）、（２）は応募資格Ａに該当する。

（１）下記の部活動において、中学校体育連盟等が主催する県大会に

出場した者

（団体競技ではレギュラーとして出場し、チームの主力として

活躍した者）

（２）下記の部活動において、県レベルで優秀選手・強化選手・選抜

選手に選ばれた者

＜部活動＞ バドミントン、野球（男）、ソフトボール（女）、

卓球、バレーボール、柔道、陸上競技、

ソフトテニス、サッカー

検査内容 ○面接

① 一次（個人面接 ５分） ② 二次（個人面接 １５分）

１ 調査書（９０点）

「各教科の学習の記録」

選抜方法 １・２年の９教科の評定合計90点を45点に圧縮＋３年の９教科の

評定合計45点

２ 実績（１１０点）

調査書及び志願理由書に記載されている実績

３ 面接（５０点）

＜合計 ２５０点＞ ※合計点をもとに、総合的に判断して選抜する

一次選考 無

出願期間 平成３１年１月１０日（木）から１６日（水） 正午まで

検査日 平成３１年１月２５日（金）
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（２）一般入学者選抜（平成31年3月6日実施）

選考 Ａ選考におけ Ｂ選考におけ 小論文・ 面接

学科名 順序 る学力検査と る学力検査と 作文適性 の

定 面接 と 調査書・面接 調査書・面接 検査、傾 配点

員 方法 割合 等の割合 等の割合 斜配点の

Ａ Ｂ 学力 調査 学力 調査 有無

検査 書等 検査 書等

情報工学科 40 10 ０

ビジネス情報科 80 集団 ７ ３ ５ ５ ３ ７ 無 60

総合生活科 40 10 ０

出願期間 平成３１年２月 ５日（火）から１２日（火）午後４時まで

調整期間 平成３１年２月１４日（木）から２０日（水）午後４時まで

検査日 平成３１年３月 ６日（水）

（３）合格発表

推薦入学者選抜および一般入学者選抜とも、平成３１年３月１４日（木）午後３時

４ 特色ある教育活動

（１）学習活動

・本校では、基礎学力の向上や個性豊かな人間の育成をめざして、授業の充実を図っ

ています。

・商業、工業、家庭に関する専門性の追求と、上級の検定資格取得に力を注いでいま

す。

・本校で学んだ専門知識を活かした大学、短期大学、高等看護学校への進学や、公務

員就職、民間企業就職などの進路に応じた幅広い科目選択と課外指導により、生徒

の進路実現を図っています。

・学科の枠を越えて、自分の学びたい専門科目（商業・工業・家庭）を選択し学習で

きます。

（２）特別活動

学校行事や生徒会行事は、生徒が主体となり企画運営し、明るく元気いっぱい活動

しています。生徒はまさに青春をおう歌しています。

運動部・文化部ともに、とても活発な活動をしています。例年ほとんどの運動部が

県高校総合体育大会（高総体）に出場し、多くの部が上位進出を果たしています。な

かでもバドミントン部は、今年度もインターハイ出場を果たしました。また、珠算部、

OA部、生活研究同好会、家庭クラブ、文芸部（かるた）なども全国大会に出場経験が

あり、様々な部が優秀な成績をおさめています。

ＰＦＳＣ同好会は、地域社会を中心にしたボランティア活動をする同好会で、平成

７年に結成されました。福祉・環境美化・国際協力など、幅広く活動を行っています。

ＰＦＳＣとは、Peace Friendship Service Clubの略です。また、平成21年度にレオ

クラブを結成し、さらに地域に貢献しています。
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５ 校長から一言

本校は昭和49年に花巻北高より商業高校として分離独立後、平成15年からは情報工

学科、ビジネス情報科、総合生活科の3学科を持つ専門的総合高校となりました。

各学科の学習を通して、それぞれの分野で将来のスペシャリストになるよう学習を

深め、就職にも進学にも強い学校として実績を上げています。

また、充実した部活動は本校の特色で、生徒たちは優れた指導者のもと目的意識を

持って心と体を鍛え、文武両道に励んでいます。

活気溢れる高校生活の中で、確かな学力と豊かな人間性を育み、将来の夢を見つけ、

実現させることに一緒にチャレンジしましょう。

自分の学びたいが叶う 花北青雲高校

６ 必要となる諸経費の概要

◎入学時諸納金（参考：平成３０年度入学生）

入学料 5,650円

学年共通費 37,600円

学科別納入金 （ア） 情報工学科 23,100円

（イ） ビジネス情報科 20,500円

（ウ） 総合生活科 15,900円

教科書・副教材購入金 （ア） 情報工学科 12,061円

（イ） ビジネス情報科 8,931円

（ウ） 総合生活科 6,981円

制服代 （男子）約48,000円

（女子）約70,000円

◎４月～翌年１月までの口座振替（毎月25日）

諸会費（PTA会費・教育振興費・生徒会費など）毎月 3,780円×10回

次ページへつづく
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７ 公立高等学校就学支援金制度に関する県教育委員会からのお知らせ

（１）平成26年度から県立高校の授業料に高等学校等就学支援金制度が導入されました。

（２）この制度により、一定の所得未満の家庭の高校生は授業料の納付が不要となりまし

た。

（３）一定の所得未満とは、保護者の市町村民税所得割額の合算が30万4200円未満です。

なお、平成30年７月１日から保護者の県民税・市町村民税所得割の合算額が

50万7000円未満に変更となります。

（４）手続き等については、入学手続き関係書類の送付と併せてお知らせする予定です。

制度について詳しくお知りになりたい方は、下記の文部科学省ホームページ「高等

学校等就学支援金制度（新制度）について」をご覧下さい。

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/mushouka/index.htm

【参考】県立高校授業料・通信制受講料

全日制（月額）9,900円 定時制（月額）2,700円 通信制（１単位）190円


